
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　オオヤマレンゲ
（川添地区）

　５月２６日（土）に川添ホタルを観る夕べが開

催され，ホタルが舞う夕暮れ前に，竹中池プール

でマスのつかみ取りが行われました。集まった子

供たちはプールに放たれた沢山のマスを相手に悪

戦苦闘していましたが，だんだんコツをつかみ，

上手にマスをつかまえていました。

『  活きの良いマス
獲ったどー！！  』
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関係状況報告
５月１４日（月），礒崎農林水産副大臣が来町され，硫黄山噴火による水稲作付中止の状況等に

ついて，現地調査が行なわれました。
礒崎副大臣に対して，現状や対象水田の範囲等についてパネルを活用しながら説明を行い，速や

かな対策，及び，中・長期的な対策の必要性と国の最大限の支援をお願いしました。
なお，今回の現地調査には，小里衆議院議員や三反園知事も同行されました。

説明を受ける，礒崎農林水産副大臣，小里衆議院議員，三反園知事
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硫黄山噴火
４月１９日（木）の硫黄山噴火に伴い，本町では５月１日（火）に湧水町硫黄山災害対策本部を

設置し，伊佐市やえびの市と連携しながら，様々な状況や現状を踏まえたうえで関係機関・団体等
と協議や意見交換会等を行い，国へ緊急要望書を提出いたしました。

これまでの取組状況等や主な経過についてお知らせいたします。

５月１０日（木）から１１日（金）に，伊佐市・えびの市とともに，国や関係機関を訪問し硫黄山噴
火に伴う支援に関する緊急要望書を提出しました。また，自民党本部にて農林・食料戦略調査会・農林
部会・農林水産災害対策委員会では，硫黄山噴火による影響及びその対応等について説明いたしました。

〈硫黄山噴火に伴う主な経過〉
月　日 内　　　　容

４月１９日 硫黄山噴火
４月 2 ９日 第１回硫黄山対策会議
５月　１日 湧水町硫黄山対策本部設置
５月　２日 第１回湧水町硫黄山災害対策本部会議
５月　５日 硫黄山噴火に伴う県知事との意見交換会

５月　７日 第２回湧水町硫黄山災害対策本部会議
住民説明会 ( 吉松中央公民館 )

５月　８日 住民説明会 ( 栗野中央公民館 )
５月１０日
　～１１日 硫黄山噴火に伴う国等への支援に関する緊急要望会

５月１４日 礒崎陽輔農林水産副大臣来町対応
５月１８日 硫黄山噴火に伴う農家説明会（栗野中央公民館）午前・午後
５月１９日 硫黄山噴火に伴う農家説明会（吉松中央公民館）午前・午後
５月２４日 硫黄山噴火に伴う県知事との意見交換会
５月２８日 硫黄山噴火に伴う九州電力との協議
５月２９日 硫黄山噴火に伴う自民党県議団現地視察
６月　１日 JNC 株式会社（熊本県水俣市）を訪問

硫黄山噴火に伴う住民説明会の様子 自民党本部にて農林・食料戦略調査会・農林部
会・農林水産災害対策委員会の様子
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6 月は「土砂災害防止期間」です。
梅雨時期に入り，集中豪雨などによる土砂災害が心配されるこの時期に，土砂災害防止に対する

町民の理解と関心を深め，防災意識を図るとともに，警戒避難体制の整備等を促進し，被害の防止
や軽減を図ることとしています。

〈土砂災害〉
土砂災害は降雨，地震，火山噴火等によって発生します。
土石流・がけ崩れ・地すべりによる災害が主なものでありますが，火山噴火による火砕流，降下

火砕物等による災害，土砂流出による災害，河川における洪水氾濫災害など，いたる所で多様な形
態で悲惨な結果をもたらします。

避難力。もしものときに役立つために！
～いのちを守るために日ごろから災害の準備に備えよう～

○がけ崩れ
長雨や集中豪雨などによ

り，斜面が突然崩れ落ちる
現象

○土石流
長雨や集中豪雨などによ

り，木や川の石・土砂が水
と一体となって一気に下流
へ流れる現象

○地すべり
地下水などが粘土のよう

な滑りやすい地層にしみこ
んで，その影響で地面が動
き出す現象
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◆
早
め
早
め
の
避
難
を
行
う
た
め
に
、

　
家
族
や
地
域
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
自
ら
の
判
断
で

避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
自
宅
や
学
校
、
職
場
に
は
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
町
が
作
成
し
、
各
戸
に
配
布
し
て
い
る
防

災
マ
ッ
プ
を
見
て
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場

合
に
は
何
ｍ
浸
水
し
て
し
ま
う
の
か
、
土

砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
は
な
い
か

な
ど
、
自
宅
や
学
校
・
職
場
等
の
よ
く
立

ち
入
る
場
所
に
は
、
ど
の
よ
う
な
危
険
が

あ
る
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
住
ま
い
の
地
域
の
避
難
場
所
を
確
認

し
、
そ
こ
ま
で
の
避
難
経
路
や
移
動
手
段

に
つ
い
て
計
画
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
町
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
防
災
行
政
無

線
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
避
難
情
報
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。

《
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
》

・
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ

た
状
況
。
非
常
持
出
品
の
用
意
を
す
る

な
ど
、
避
難
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
（
ご
高
齢

の
方
や
障
害
の
あ
る
方
，
乳
幼
児
等
）
と

そ
の
支
援
者
は
避
難
場
所
へ
避
難
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

　

効
率
よ
く
避
難
が
早
く
で
き
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
や
防
災
無
線
等
で
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
気
象
情
報
の
ほ
か
に
も
、
家
や
地
域
周
辺
の
山

や
川
の
状
況
に
注
意
し
、
早
め
の
避
難
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

《
避
難
勧
告
》

・
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
明
ら
か

に
高
ま
っ
た
状
況
。
速
や
か
に
避
難
場
所

へ
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
指
示（
緊
急
）》

・
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
非
常
に

高
い
と
判
断
さ
れ
た
状
況
。
緊
急
に
避
難

場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

※
但
し
、
外
出
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
危
険

が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
や
、
夜
間
の
避
難
な

ど
は
危
険
性
が
高
ま
る
為
、
明
る
い
う
ち

に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問合せ先　栗野庁舎　建設課　℡　74-3111（内線 2256）　・土砂災害に関すること
　　　　　　　　　　農林課　　　　　　　　（内線 2232）　・山地災害に関すること
　　　　　　　　　　総務課　　　　　　　　（内線 2213）　・防災に関すること
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消
防
団
員
の
操
法
技
術
向
上
を
図
り
、
火
災

時
の
消
火
活
動
を
万
全
な
も
の
に
す
る
た
め
、

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
６
月
３
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
町
内
15

の
分
団
が
消
火
活
動
を
想
定
し
、
準
備
か
ら
消

火
ま
で
の
時
間
と
規
律
の
迅
速
性
・
確
実
性

を
競
い
合
う
大
会
で
、
各
分
団
は
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
そ
の
技
術
を
披
露
し
ま
し

た
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
９
分
団
、
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
６
分
団
が
挑
み
、
各
分
団
か

ら
正
確
で
機
敏
な
動
作
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
が
り
、
有
事
の
際

の
地
域
住
民
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
は
米
永
分
団
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

は
栗
野
中
央
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。
今
回
優

勝
し
た
分
団
は
、
７
月
22
日
（
日
）
に
霧
島
市

で
開
催
さ
れ
る
姶
良
伊
佐
支
部
消
防
操
法
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

※敬称略

団
体
の
部

小型ポンプ操法の部 ポンプ車操法の部

優　勝　　米永分団 優　勝　　栗野中央分団
２　位　　川西分団 ２　位　　中津川分団
３　位　　役場分団 ３　位　　轟分団

（
最
優
秀
選
手
）

個
人
の
部

小型ポンプ操法の部 ポンプ車操法の部

指揮者：上野　利弘　（上場分団） 指揮者：大浦　幸一　（栗野中央分団）
１番員：向井　隆成　（米永分団） １番員：出口　和惣　（中津川分団）
２番員：竹中照由樹　（川添分団） ２番員：時吉　悠樹　（中津川分団）
３番員：松井　義和　（役場分団） ３番員：池上　友大　（栗野中央分団）

４番員：尾方　謙一　（栗野中央分団）

▲小型ポンプ操法の部で優勝した
　米永分団

▲ポンプ車操法の部で優勝した
　栗野中央分団

平成 30 年度  消防操法大会
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６
月
を
迎
え
一
段
と
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
い
時
こ
そ
、
熱
い
湧
水
茶

を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
お
茶
に
は
、
カ
テ
キ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
お
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
県

産
の
お
茶
は
、
全
国
で
も
静
岡
県
に
次
ぐ
荒
茶
生
産
量
を
誇
り
、
本
町
も
有
数

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
頃
か
ら
摘
ま
れ
た
町
内
の
新
茶
を
審
査
す
る
「
平
成
30
年
度
町
茶

業
振
興
会
荒
茶
品
評
会
」
が
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
17
農
家
か
ら
持

ち
寄
ら
れ
た
荒
茶
は
、
鹿
児
島
県
や
経
済
連
の
職
員
が
４
項
目
（
荒
葉
の
外

観
、
香
り
、
お
茶
の
水す
い
し
ょ
く色、
味
）
に
つ
い
て
、
２
０
０
点
満
点
で
審
査
し
ま
し

た
。
葉
の
外
観
に
大
差
は
な
く
、
全
体
的
に
ど
の
荒
茶
も
良
い
仕
上
が
り
に

な
っ
て
い
る
と
好
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

【
品
評
会
成
績
】（
敬
称
略
）

　
第
１
位　
　
永
山　
雅　
　
　
田
尾
原　
　
や
ぶ
き
た　
　
２
０
０
点

　
第
２
位　
　
成
政　
健
二　
　
老
竹　
　
　
や
ぶ
き
た　
　
１
９
９
点

　
第
３
位　
　
山
下　
雄
造　
　
長
谷　
　
　
や
ぶ
き
た　
　
１
９
８
点

～
湧
水
茶
で
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
～

〈
町
荒
茶
品
評
会
〉

◆林道の維持管理にご協力を
　今年も梅雨時期に突入し，雨の多い時期となりました。林道の側溝や溜桝が土砂や落ち
葉等により詰まると，降雨時に思わぬところに被害を及ぼすことがあります。
　森林所有者や地域の皆様による清掃のご協力をお願いします。

上北方森林生産組合の皆さまが清掃してくださいました。
ありがとうございました。

林道栗野山七ツ谷線 林道七ツ谷線

◆林道の維持管理にご協力を◆



ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

期
日
：
３
月
17
日
～
18
日

　
　
　
　
　

場
所
：
伊
佐
市
営
球
場

　

第
２
位　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
５
日

　
　
　
　
　

場
所
：
吉
松
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

▼
団
体
の
部

　

第
３
位　

湧
水
六
七
会
Ｂ

▼
個
人
の
部

　

第
３
位　

丸
山　

竹
一（
上
川
西
地
区
）

　

第
６
位　

渡
辺　

喜
秋（
東
中
下
場
地
区
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
15
日

　
　
　
　
　

場
所
：
水
俣
市
立
武
道
館

【
団
体
戦
】

▼
小
学
生
の
部

　

第
３
位　

勝
栗
道
場
Ａ

　
　
　
　
　

松
下　

玲
矢（
栗
野
小
５
年
）

　
　
　
　
　

喜
多
田
宗
二
郎（
栗
野
小
５
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
ゆ
い
の（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　

宮
園
真
唯
子（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

福
永　

椿　
（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
28
日
～
29
日

　
　
　
　
　

場
所
：
人
吉
市
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

【
個
人
戦
】

▼
中
学
２
年
女
子
の
部

　

第
１
位　

有
田
こ
こ
ろ（
吉
松
中
２
年
）

▼
中
学
３
年
女
子
の
部

　

第
３
位　

二
渡　

舞
琴（
吉
松
中
３
年
）

【
団
体
戦
】

▼
中
学
生
女
子
の
部

　

第
３
位　

吉
松
剣
道

　
　
　
　
　

有
田
こ
こ
ろ（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　
　

森
山　

紗
那（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　
　

二
渡　

舞
琴（
吉
松
中
３
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
29
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

【
形
の
部
】

▼
小
学
５
年
男
子

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
５
年
）

▼
小
学
５
年
女
子

　

優
秀
賞（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
５
年
）

　
　
　
　
　

赤
崎　

愛　
（
栗
野
小
５
年
）

【
組
手
の
部
】

▼
小
学
３
年
男
子

　

第
３
位　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
３
年
）

　

優
秀
賞（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

赤
崎　

巨
幸（
栗
野
小
３
年
）

▼
小
学
４
年
男
子

　

優
秀
賞（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

池
田　

圭
孝（
栗
野
小
４
年
）

▼
小
学
５
年
男
子

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
５
年
）

▼
小
学
５
年
女
子

　

第
３
位　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
５
年
）

　

優
秀
賞（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

村
岡
こ
こ
み（
吉
松
小
５
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
29
日

　
　
　
　
　

場
所
：
小
林
市
須
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
区
体
育
館

▼
小
学
５
・
６
年
女
子
の
部

　

第
１
位　

勝
栗
道
場
Ａ　

　
　
　
　
　

福
永　

椿（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
ゆ
い
の（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　

宮
園
真
唯
子（
栗
野
小
６
年
）

　

第
３
位　

勝
栗
道
場
Ｂ　

　
　
　
　
　

前
田　

は
な（
轟
小
５
年
）

　
　
　
　
　

田
中　

結
愛（
幸
田
小
５
年
）

　
　
　
　
　

田
原　

瑠
菜（
轟
小
５
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
み
や
ま
の
森
運
動
公
園

　

第
３
位　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
13
日

　
　
　
　
　

場
所
：
高
原
中
学
校
体
育
館

【
団
体
戦
】

▼
小
学
生
女
子
の
部

　

第
２
位　

勝
栗
道
場
Ａ

　
　
　
　
　

福
永　

椿（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
ゆ
い
の（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　

宮
園
真
唯
子（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
19
日
～
20
日

　
　
　
　
　

場
所
：
船
津
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

第
３
位　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
20
日

　
　
　
　
　

場
所
：
出
水
市
高
尾
野
体
育
館 

【
団
体
戦
】

　

▼
小
学
生
女
子
の
部

　

第
１
位　

勝
栗
道
場
Ａ

　
　
　
　
　

福
永　

椿（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
ゆ
い
の（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　

宮
園
真
唯
子（
栗
野
小
６
年
）

第
35
回
忠
元
公
園
桜
ま
つ
り

　
　
　
学
童
軟
式
野
球
大
会

第
11
回
湧
水
町
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

緒
方
旗
争
奪
水
俣
三
社
祭

少
年
剣
道
大
会

第
11
回
「
お
ど
ん
な
日
本
一
」

全
国
少
年
剣
道
大
会

第
52
回
全
空
連
鹿
児
島
県

　
　
　
　
空
手
道
選
手
権
大
会

第
26
回
み
や
ま
牧
園
旗
争
奪

　
　
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
29
回
神
武
の
里
総
合

武
道
大
会
　
剣
道
競
技
の
部

重
富
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
親
善
大
会
（
平
松
城
旗
）

第
40
回
出
水
地
区

　
　
　
　
少
年
剣
道
錬
成
大
会

第
30
回
薫
風
杯
剣
道
大
会

　

各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
吉
松

庁
舎
生
涯
学
習
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
広
報
紙
面
に
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

℡
７
５‒

２
１
４
２
（
内
線
３
２
１
７
）

広報 ゆうすい　8
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本
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
２
０
１
８
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
の
出
場
権
を
争
う
、
平
成
30
年

度
国
民
体
育
大
会
第
38
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
）
が
湧
水
町
轟
の
瀬
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川
内
川
轟
の
瀬
は
、
こ
れ
ま
で
も
九
州
大
会

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
水
量
も
豊
富
で
川
の
流

れ
が
大
き
く
左
右
に
曲
が
り
、
初
心
者
は
恐
怖

を
感
じ
る
荒
瀬
で
、
川
底
の
大
き
な
岩
に
よ
り

白
波
の
立
つ
、
上
級
者
向
け
の
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
難
し
い
コ
ー
ス
を
九
州
各
県

か
ら
選
抜
さ
れ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
鹿
児
島
県
勢
が
健
闘
し
、
５

名
が
国
体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

≪結 果 表≫※上位２名のみ記載。
【スラロームカヤック】
◎成年男子
　第１位　鹿児島県　宮川　遼大
　第２位　佐 賀 県　坂口　裕之

【スラロームカナディアン】
◎成年男子
第１位　鹿児島県　後藤　桂太
第２位　大 分 県　田中　秀幸

【ワイルドウォーターカヤック】
◎成年男子
第１位　鹿児島県　坂元　暢泰
第２位　熊 本 県　荒平　拓也

◎成年女子
第１位　鹿児島県　山岸菜々未
第２位　宮 崎 県　後藤　由美

◎成年女子
第１位　鹿児島県　神田橋貴子

◎成年女子
第１位　長 崎 県　保喜ちひろ
第２位　熊 本 県　多喜田友香

国体第３８回九州ブロック大会
カヌー競技（スラローム・ワイルドウォーター）

平成３０年５月２７日（日）

 スラロームカヤック

 ワイルドウォーターカヤック スラロームカナディアン

各
小
学
校
児
童
　
応
援
団
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Ｂ
＆
Ｇ 

５
周
年
記
念
大
会

第
33
回
全
国
選
抜ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　

平
成
30
年
５
月
27
日（
日
）に
、「
栗
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
屋

内
多
目
的
運
動
場
」の
開
場
５
周
年
を
記
念
し
て
、町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、町
内
か

ら
11
チ
ー
ム
55
人
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

屋
内
多
目
的
運
動
場
は
、雨
天
時
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
家
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
予
約
は
、栗
野
中
央
公
民
館
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位　

つ
ば
め
Ｂ

第
２
位　

北
方

第
３
位　

幸
大
Ｂ

　

平
成
30
年
５
月
19
日（
土
）
～
20
日（
日
）に
、指
宿
市
営
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、第
33
回

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
大
会
に
、本
町
よ
り
６
名
が
鹿
児
島
県
の
代
表
と
し
て
選
抜
さ
れ
、出
場
さ
れ
ま

し
た
。

●
大
会
出
場
者

　

〇
男
子
ク
ラ
ス　

鹿
児
島
県
代
表

　
　
　

チ
ー
ム
名　
「
霧
島
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
原　

秀
人（
下
川
西
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
チ
ー
ム
代
表
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
原　

悠
平（
下
川
西
地
区
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
男
子
ク
ラ
ス
準
優
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
県
予
選
優
勝　

〇
女
子
ク
ラ
ス　

鹿
児
島
県
代
表

　
　
　

チ
ー
ム
名　
「
湧
水
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
吉　

フ
サ
子（
老
竹
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

フ
ク
エ（
幸
田
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
岡　

タ
ミ
エ（
轟
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

律
子　
（
老
竹
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
県
予
選
優
勝

5
27

5
20

5
19

〜
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ゆうすいの話題

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

℡
７
４‒

３
１
１
１
（
２
２
１
２
）

5
7

5
19

5
19

5
31

5
22

たばこ乾燥施設
ボイラー点火！

教育委員に
西博信さんを任命

かがやき保育園
運動会

森林災害協定を締結 湧水町国際交流会

町
内
の
葉
た
ば
こ
の
収
穫
に
併
せ
、
北
方

た
ば
こ
共
同
乾
燥
場
で
、
葉
の
乾
燥
を
始
め

る
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
葉
た
ば
こ
が
詰
め
ら
れ
た
乾
燥

機
の
ボ
イ
ラ
ー
の
点
火
を
宮
園
副
町
長
が
行

い
、
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。
乾
燥
機
に
入
れ

た
葉
た
ば
こ
は
一
週
間
40
℃
～
68
℃
で
乾
燥

さ
れ
、
乾
燥
後
に
は
、
概
ね
一
割
の
重
量
と

な
り
ま
す
。

８
月
頃
ま
で
収
穫
と
乾
燥
が
行
わ
れ
ま
す
。

5
月
18
日
の
町
議
会
臨
時
会
で
議
会
の

同
意
を
得
て
、
5
月
19
日
付
け
で
、
轟
地

区
の
西
博
信
さ
ん
が
教
育
委
員
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
30
年
5
月
19

日
か
ら
平
成
34
年
5
月
18
日
ま
で
の
４
年

間
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
を
含
め
5
名

で
構
成
さ
れ
、
定
例
会
及
び
臨
時
会
を
開

催
し
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
財

や
体
育
に
関
す
る
事
務
を
管
理
・
執
行
し

て
い
き
ま
す
。

か
が
や
き
保
育
園
で
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
30
名
の
園

児
た
ち
は
か
け
っ
こ
や
親
子
競
技
等
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
披

露
し
て
い
ま
し
た
。
０
歳
児
の
お
披
露
目

や
、
１
歳
児
～
３
歳
児
の
か
け
っ
こ
は
と

て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
年
中
・
年
長
児
の

組
体
操
や
マ
ー
チ
ン
グ
は
と
て
も
立
派
で

し
た
。
祖
父
母
の
方
々
が
参
加
で
き
る
競

技
等
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
よ
う
で
す
。

災
害
等
の
早
期
復
旧
に
寄
与
す
る
た

め
、
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
管
内
の
四

市
町
と
鹿
児
島
県
森
林
土
木
協
会
加
治
木

支
部
及
び
大
口
支
部
並
び
に
地
域
振
興
局

も
交
え
て
、
森
林
災
害
協
定
の
締
結
を
行

い
ま
し
た
。

各
市
町
で
発
生
す
る
森
林
・
竹
林
の
風

倒
被
害
や
山
地
崩
壊
、
土
砂
流
出
等
の
被

害
及
び
治
山
、
林
道
施
設
の
被
害
状
況
等

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
活
動
を
協
会
員
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
・
報
告
し
、
早
期

復
旧
を
図
る
も
の
で
す
。

湧
水
町
国
際
交
流
協
会
平
成
30
年
度
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
事

業
・
決
算
報
告
、平
成
30
年
度
事
業
計
画
、

予
算
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ

か
、
国
際
交
流
員
ソ
フ
ィ
ア
・
ラ
ー
ダ
ー

さ
ん
に
よ
る
平
成
29
年
度
の
活
動
報
告
と

今
年
度
の
活
動
提
案
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

協
会
で
は
、
今
年
度
も
町
民
と
外
国
人

が
楽
し
く
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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川添　ホタルを観る夕べ

まつやま　ほたる舞う里

「
日
本
疏
水
百
選
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
川
添
地
区
一
帯
の
疏
水
（
桶
寄
川
～
熊

野
湧
水
）
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
や
原
風
景
を
、地
域
の
宝
も
の
と
し
て
多
く
の
人
々

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
５
月
26
日
（
土
）
竹
中
池
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
『
川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
竹
中
池
プ
ー
ル
に
放
さ
れ
た
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
素
早
く

逃
げ
る
３
０
０
匹
の
マ
ス
を
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
捕
ま
え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
時
間
ま
で
特
産
品
の
振
る
舞
い
や
、
地
元
出
身

で
本
町
の
観
光
大
使
で
あ
る
古
川
玲
子
さ
ん
（
ｒ
ｅ
ｉ
ｒ
ｉ
ｎ
ｎ
）
に
よ
る
弾
き

語
り
や
愛
甲
理
絵
さ
ん
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
行
わ
れ
、
郷
土
を
テ
ー
マ
に

し
た
歌
声
や
優
し
い
音
色
に
会
場
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

午
後
８
時
頃
に
な
る
と
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
、
会
場
周
辺
の
約
２
㎞
に
わ
た
り

設
置
さ
れ
た
竹
灯
篭
に
よ
る
散
策
コ
ー
ス
に
お
い
て
、観
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
来
ら
れ
た
約
6
０
０
名
の
来
場
者
は
静
か
な
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き

な
が
ら
、
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
に
感
動
の
歓
声
を
上
げ
、
思
い
思
い
の
時
間
を
楽
し

み
ま
し
た
。

下
川
西
地
区
公
民
館
主
催
に
よ
る
「
ま
つ
や
ま　
ほ
た
る
舞
う
里
」
が
、
６
月

１
日（
金
）、２
日（
土
）に
松
山
自
治
会
内
の
小
山
田
川
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
集
落
内
の
里
道
に
は
、
竹
灯
篭
が
置
か
れ
、
竹
林
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
た
幻
想
的
な
会
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
住
む
集
落
に
誇
り
を
持
ち
、
昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
地
域
に
生

息
す
る
ホ
タ
ル
を
守
る
取
組
み
を
通
じ
て
、
里
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
人
々

に
知
っ
て
も
ら
い
、
集
落
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
と
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
山
田
川
支
流
周
辺
で
は
、
５
月
下
旬
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
、
風
が
弱
く
、

月
明
か
り
の
な
い
日
は
、
多
く
の
ホ
タ
ル
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日
は
、

ホ
タ
ル
観
賞
に
良
い
条
件
が
揃
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
持
参
さ
れ
た
方
も
多

く
、
黄
色
い
蛍
光
色
の
軌
跡
を
カ
メ
ラ
に
焼
き
付
け
て
い
る
様
子
で
し
た
。
ま
た

会
場
で
は
焼
酎
が
振
る
舞
わ
れ
、
町
内
外
よ
り
両
日
約
１
、２
０
０
人
の
家
族
連
れ

や
友
人
同
士
の
来
場
者
で
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
飯
野
城
入
城
前
の
、
城
が
改
修
さ
れ
る
間
、
鶴
丸
地
区
に
あ
る

亀
鶴
城
に
一
時
仮
住
ま
い
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
周
囲
に
は
公
に
関
わ
る
逸

話
や
史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

●
島
津
義
弘
公
の
生
涯

義
弘
公
は
島
津
家
第
十
七
代
当
主
と
し
て
知
ら
れ
る
戦
国
武
将
で
す
。

天
文
四
年
（
一
五
三
五
年
）
に
薩
摩
国
伊
作
城
（
現
在
の
日
置
市
）
に

生
ま
れ
た
義
弘
公
は
、
貴
久
公
の
次
男
と
し
て
、
幼
少
期
に
「
日
新
公
い

ろ
は
歌
」
で
知
ら
れ
る
祖
父
忠
良
公
の
教
え
を
受
け
、
青
年
期
は
父
や
兄

弟
と
共
に
九
州
統
一
を
目
指
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
武
勇
に
秀
で
、

飯
野
城
（
え
び
の
市
）
在
城
中
の
、
日
向
・
伊
東
氏
と
の
木
崎
原
の
戦
い

で
は
、
相
手
の
三
千
の
兵
に
対
し
て
わ
ず
か
三
百
の
兵
で
激
戦
を
制
す
る

な
ど
大
き
な
戦
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

の
ち
に
大
軍
を
連
れ
て
九
州
に
上
陸
し
た
豊
臣
秀
吉
の
前
に
降
伏
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
大
隅
の
国
を
安
堵
さ
れ
る
も
、
文
禄
・

慶
長
の
役
（
朝
鮮
出
兵
）
や
関
ヶ
原
の
戦
い
に
参
戦
し
、
元
和
五
年
（
一

六
一
九
年
）
に
没
す
る
ま
で
、
約
84
年
の
生
涯
に
渡
っ
て
多
く
の
武
勇
伝

を
残
し
ま
し
た
。

●
義
弘
公
と
湧
水
町

秀
吉
に
大
隅
の
領
主
を
命
じ
ら
れ

た
義
弘
公
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九

〇
年
）、
栗
野
の
松
尾
城
に
居
を
移
し

ま
す
。
時
に
56
才
。
文
禄
四
年
（
一

五
九
五
年
）
ま
で
の
５
年
間
在
城
し

ま
す
が
、文
禄
元
年
（
一
五
九
二
年
）

の
文
禄
の
役
に
参
陣
し
、
当
城
に
腰

を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

平成３１年は島津義弘公没後４００年

島
津
義
弘
公
は
全
国
屈
指
の
戦
国
武
将
で
、
湧
水
町
に
も
深
い
ゆ
か

り
が
あ
り
ま
す
。

平
成
31
年
に
義
弘
公
の
没
後
四
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
三
州
同

盟
会
議
で
は
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
は
関
連
史
跡
の

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
さ
き
が
け
、
広
報
ゆ
う
す
い
で
は

毎
月
シ
リ
ー
ズ
で
義
弘
公
の
足
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

三
州
同
盟
会
議
…
義
弘
公
没
後
四
百
年
に
関
す
る
記
念
事
業
の
実
施
な

ど
を
目
指
し
て
、
公
と
縁
の
深
い
一
町
三
市
が
同
盟
し
て
い
ま
す
。
参

加
自
治
体
は
湧
水
町
・
日
置
市
・
姶
良
市
・
え
び
の
市
で
、
い
ず
れ
も

義
弘
公
が
５
年
以
上
居
住
し
て
い
た
歴
史
を
持
つ
自
治
体
で
す
。

vol.1

▲松尾城は，南九州で唯一城壁に石垣を持つ山城で，義弘公が改築させて
できたといわれます。

▲尚古集成館蔵
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関西から湧水町に移住してきて早いもので 7ヶ月が経ちました。
任期としてはもう 2年目に突入しています。

1年目の活動を大まかにいうと，
〇『湧水食堂』として町の産物を活かしたメニューでイベント出店
〇『ゆうすいひとまちカレッジ』というイベントを実施
〇訪日ツアーのお客様へのおもてなし
〇町内の様々な地域活動へのお手伝いなど

今年度はそれらに加え，また新たな事もしていこうと考えております。
3年はあっという間です。与えられたこの大切な時間のうちに出来るだけの事をして，町の
みなさんのお役に立てるように出来る範囲で頑張りたいと思っておりますので，どうぞよろし
くお願い致します。
さて，湧水町では『金山ねぎ』が生産振興品のひとつであり，物産館などでたくさん販売さ
れています。初めて食べましたが，甘みがありとってもおいしかったです。
ねぎといえば，私の生まれ育った大阪では『ねぎ焼き』の専門店があるほどです。

〇『ねぎ焼き』と『お好み焼き』の違い

他に『とん平焼き』というのもあったり，お好み焼きでも『関西風』と『広島風』の違いな
どなど，話しだしたら止まらないので，そのあたりはまた次の機会に。

家庭やお店によってちょっとずつ違いはありますが，私が幼い頃から家でよく食べていた『ね
ぎ焼き』のレシピをご紹介します。

【作り方】卵1個・鰹出汁150ｃｃ・ベーキングパウダー2ｇ・
　　　　　小麦粉50ｇ
上記すべてをしっかり混ぜ，生地がサラサラの状態でフライパ
ンにうすく敷き，鰹節（大 2），ねぎ（たっぷり），紅しょうが（あ
れば少々）をのせて，残りの生地を全てかける。さらに天かす（たっ
ぷり），豚バラをのせて，片面が焼けたらひっくり返して押さえて
中火でじっくりしっかり焼く。（はみ出たネギ等は生地に寄せる）
両面焼けたら，しょうゆに昆布だしの素（顆粒）を少々加えた
ものを上にかけ，最後にお好みでレモン果汁をかけたら出来上が
り！どうぞお試しください！

地域おこし協力隊活動報告
隊員の佐

さ さ き

々木公
く み

美

yusuikyoryoku（Facebook　　）　@kumi＿yusui（インスタグラム   　　　）
地域おこし協力隊ブログ『ゆうすいブログ』で検索。URL：https://www.地域おこし.com/

主体 味付け その他

お好み焼き キャベツ ソース

ねぎ焼き ねぎ（キャベツも少し入
れる時もある） しょうゆ 牛筋とコンニャクの煮込

みを入れたりもする
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　開館時間：午前１０時～午後６時（ただし毎週金曜日は午後 7 時まで開館）
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間（９月予定）
　問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

　先生方も一緒に
読み聞かせをして
いただき，子どもた
ちも大喜びでした。

　この春，湧水町へ転入された方，まだくり
の図書館を利用したことのない方は，ぜひ図
書館へお越しください。
　また，図書館利用登録者で，ご住所等に変
更があった方は，図書館へお知らせください。

　こどもの日に祝日
開館し，図書館職員
によるおはなし会を
行い，こどもの日に
ちなんだ絵本の読み
聞かせを行いまし
た。

　「子ども読書の日」にあわ
せて , 出前おはなし会を行
いました。図書館で人気の
絵本やパネルシアター（人
形劇のような出し物）に , 
笑顔や歓声が広がり , 楽し
い読書の時間になりました。

１年間でたくさん本を読ん
だ子どもたちの表彰の様子
です。

５月５日 こどもの日 おはなし会

4 月 24日 栗野小学校へおはなし会に
行ってきました！

１・２・３年生

４・５・６年生

みんなと一緒に
「カブト」作り
をしたよ。

職場
体験生を受け入れました

　吉松中学校より３名の生徒を職場体験として受け
入れました。朝の開館準備や，本の貸出返却など，
図書館の仕事に一生懸命取り組んでくれました。
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5 月 18 日（金）～ 27 日（日）に特定（長寿）健診・がん検診を実施しました。 
今年度も特定健診料金を無料化し，一人でも多くの方に健診を受けてもらい，健康

に関心を持っていただこうと取り組みました。
ずっと使い続けているカラダの調子を確認し，メンテナンスする機会を設けること

はとても大切です。今年度受けた方は来年度も，今年度受けられなかった方はぜひ来
年度受けることをおススメします。

特定（長寿）健診の結果について 6 月 25 日（月）～ 29 日（金）に『結果報告会』を開催しま
す。健診結果の見方の分かりやすい説明や保健師等による健康相談も実施します。受診者の方は，
ぜひご参加下さい。

　※日程等の案内は健診受診時に，チラシを配布してあります。
　
保健センターでは皆さまの生活習慣改善のお手伝いをするため健康教室を開催します。
以下の日程で行いますので是非ご参加下さい。

ふだんから元気に身体を動かすことで，糖尿
病・脳卒中・がん・うつ・認知症などによるリ
スクを下げることができます。教室で自分に合っ
た方法を見つけてみませんか？

対象：湧水町在住の方、おおむね75歳までの方
　　（医師から運動の制限をされている方はご遠慮ください）
時間：午前９時～１１時（受付８時４５分～）
内容：健康に役立つための講話
　　　楽しく元気になれる運動
講師：健康運動指導士・保健師・管理栄養士・歯科衛生士など

問合せ先 栗野保健センター　　　℡74－3120

【平成30年度　特定（長寿）健診・がん検診を行いました】

【特定健診を受けたみなさまへ】

平成30年度
≪ げ ん き 湧 く わ く 教 室 ≫

国
保
だ
よ
り

日　程 会　場

　7 月 20 日（金） 栗野保健センター

　7 月 26 日（木） 栗野保健センター

　7 月 31 日（火） 吉松保健センター

     9 月    4 日（火） 栗野保健センター

　9 月 13 日（木） 栗野保健センター

　9 月 20 日（木） 吉松保健センター
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短
　
　
歌

目
覚
む
れ
ば
ホ
テ
ル
八
階
潮
風
が
錦
江
湾
の
香
を
運
び
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

山
寺
の
供
物
に
上
る
お
下
り
を
分
け
戴
き
い
る
森
の
鳥す
み
び
と獣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

季
来
れ
ば
居
所
変
え
ず
こ
の
年
も
都
忘
れ
の
む
ら
さ
き
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

彷
佛
と
太
古
の
海
を
思
わ
せ
る
わ
ら
び
の
灰あ

く汁
の
青あ
お
み
ど
り

緑
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

お
の
ず
か
ら
た
ゆ
た
い
寄
り
て
春
の
も
な
ひ
の
光
を
曳
き
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

腕
の
中
に
ね
む
り
笑
み
い
る
嬰み
ど
り
ご児
の
鼓
動
に
わ
れ
の
鼓
動
繋
が
る　
　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

皆
さ
ん
よ
幸
田
に
き
て
よ
良
い
所
水
も
良
け
れ
ば
お
米
も
お
い
し
い　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

ど
ち
ら
と
も
好
き
な
街
だ
と
独
り
言
「
ま
た
来
て
ク
リ
ノ
！
蒲
生
に
カ
モ
ン
！
」 　

  

福
田
三
四
五

お
達
者
か
白
い
小
花
に
触
れ
る
な
よ
貧
乏
草
と
笑
ひ
し
人
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

受
話
器
も
ち
も
し
も
し
も
し
と
相
手
呼
ぶ
逆
さ
に
持
て
る
を
大
笑
い
す
る　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

送
迎
の
車
の
ド
ア
に
つ
か
ま
り
て
ヨ
イ
シ
ョ
と
杖
に
力
を
こ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

三
堂
坂
背
お
う
妹
重
く
な
り
座
り
こ
む
子
に
父
の
黄
い
ち
ご　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

五
月
の
薫
風
あ
ら
ぬ
真
夏
日
に
鶯
掛
け
合
い
暑
つ
さ
忘
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

　
川
　
　
柳

歩
く
こ
と
明
日
を
生
き
る
糧
に
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

日ひ
あ
し脚
伸
ぶ
も
う
一
足
の
花
め
ぐ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

初
鰹
眼
底
に
海
捌
か
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
泊

脇
道
に
逸
れ
て　

の
芽
摘
む
遊
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

早は

よ
干
せ
ち
洗せ
ん
た
っ
き

濯
機
か
あ
叫お
ろ

ば
れ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

（
唱
）
済
ん
だ
ど
ほ
ら
ち
呼
っ
出だ

し
が
来き

っ

新に

け
醤し

ょ油
ゆ
ば
豆お
か
べ腐

い
掛
け
っ
「
こ
ら
良よ

か
！
」
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

（
唱
）
手て
づ
く作
や
味あ
っ

が
違ち

ご
も
ん
で
あ
な

鳥ト
イ

じ
ゃ
ろ
か
い
ガ
ラ
ッ
パ
じ
ゃ
ろ
け
ヒ
ー
ホ
ー
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

（
唱
）
あ
や
鶫
ツ
グ
ン
じ
ゃ
ち
聞
た
い
し
も
ん
ど

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い

方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

○
吉
松
小
学
校
は
、

　
　
人
権
の
花
運
動「
ひ
ま
わ
り
」

　
　
　
　
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
は
人
権
啓
発
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、「
ひ
ま
わ
り
」を
人
権
の
花
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
に
向
か
っ
て
す
く
す
く
と
伸
び
て
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
る「
ひ
ま
わ
り
」の
よ
う

に
、一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
生
き
生
き
と
幸

せ
に
生
き
る
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、人
権
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

吉
松
小
学
校
で
は
、本
年
度
、学
校
を「
ひ

ま
わ
り
」の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
人
権
の

花
運
動
の
実
施
校
と
し
て
、そ
の
開
会
式
が

五
月
八
日
、小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

○
標
語『
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い　

み
ん
な
で 

か

け
よ
う　

や
さ
し
い
言
葉
』

　
　
　
　

吉
松
小
三
年　

吉
尾　

成
未

　

開
会
式
で
は
、本
運
動
を
主
催
す
る
湧
水

町
人
権
擁
護
委
員
か
ら
、実
施
校
の
プ
レ
ー

ト（
看
板
）が
手
渡
さ
れ
、児
童
ら
は「
多
く
の

花
を
育
て
た
り
、地
域
の
人
た
ち
に
花
や
種

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
こ
と
で
、吉
松

全
体
に
や
さ
し
い
気
持
ち
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

児
童
は
本
運
動
を
通
し
て
、人
権
尊
重
の

基
本
で
あ
る
、命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
に
ひ
ま
わ
り
の
大
輪
の
花
が
咲
き
誇

る
よ
う
に
、児
童
の
笑
顔
と
よ
り
豊
か
な
心

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

人  権
ひろば

Vol.１
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皆さん，お元気ですか？だんだん暑くなってきましたね。今回はアメリカと日本のコンビニの相
違点について話したいと思います。日本のどこにでもある日常に欠かせないコンビニは助かります
ね。アメリカのコンビニも数多くあり，便利なところにあります。日本と同じようにおやつや飲み
物もあります。両国とも 24 時間営業です。しかし，似ているところはそれぐらいです。違いもあ
ります。食べ物のレパートリーやクオリティーが，びっくりするほど異なります。日本のコンビニ
の方が，美味しくて健康に良いものが多いと思います。弁当のサンドイッチなどは，フレッシュで
味もすごく良いです。毎日コンビニのものだけ食べても，栄養を取ることができます。アメリカの
コンビニは，揚げ物やホットスナックが多いです。きちんとした食事を売っているコンビニはない
と思います。ホットドッグ，メキシコ風の屋台の食べ物，ドーナツなどが一般的です。

あとはサービスです。日本のコンビニに行ったら，いろんな手続きができます。印刷，コピー，
切符購入に限らず，請求書で支払いをしたり，口座を開いたり，荷物を
送ったりすることができます。アメリカのコンビニには，そういう店内
サービスがありません。コンビニから請求書で支払うことはあり得ませ
ん。なぜかというと，コンビニは低品質やサービスレスで知られていま
す。ですから，コンビニで金銭的な手続きをするということを危ないと
思っている人が多いです。宅配便も，コンビニではなく郵便局や宅配便
企業しか使いません。ですから，コンビニの商品は限られています。私
も湧水町に 2 年間住んでいますが，請求書でコンビニから支払うのは
ちょっと用心深くなります。今回は以上になります。来月もよろしくお
願いします！

T h o m a s ’  T r a v e l  D i a r y

トマスの湧水記 〜おもしろい日本のコンビニ〜

＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

～外国の料理について～
湧水町に来てから，アメリカの料理が食べたい時に手に入らない材料が多

いことに気付きました。食べたいものは実家に帰るまで我慢する場合もあり
ますが，たまに鹿児島市内やインターネットで購入することもできます。し
かし，日本であまり見られないものもあり，ハーブやラズベリー，パンプキ
ン，アメリカのスイートポテト，ライム，ナチュラルチーズなどを売ってい
るお店は少ないです。また，アメリカのスーパーで普通に並んでいるイング
リッシュマフィンやパフペストリーは生地から自分で作らなければなりませ
ん。日本に住むと自分の国の食べ物が恋しくなります。皆さんも，もし私が育った島に引っ越したら，
当たり前に食べているおでんや焼き芋が恋しくなるかもしれません。いつも当たり前にあった食べ物を
食べられなくなると，その食べ物が自分のなかでいかに大切なものだったか気付かされます。だから，
自分で作れないベーグルやローストチキンを食べることは帰国したときの楽しみになっています。

私は，食べたいものはできるだけ自分で作るようにしています。作り方を覚えるチャンスだからです。
お仕事では，毎月一回「国際料理教室」を開催し，毎回世界各国の料理を作っています。レシピを選ぶ
のは大変ですが，身近にあるもので外国の料理を味わうことができます。これまで，ベトナム，ドイツ，
イタリア，アメリカなどの料理を作りました。栗野中央公民館の調理室にはオーブンがありますので家
で作れないピザやケーキも作ります。参加者はいつも楽しく一生懸命に料理を作っています。料理教室
は，どなたでも参加できますので，興味を持っている方は，私たちと一緒に外国の料理を作ってみませ
んか？　

今回は以上になります。来月もよろしくお願いします。
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

発
売
に
つ
い
て

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。今
年
は「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
同

時
発
売
さ
れ
ま
す
。

◎
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
当
せ
ん
金

　
（
21
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

▼
１
等　

５
億
円
×
21
本

　
　

※
前
後
賞　

各
１
億
円

　

▼
２
等　

１
千
万
円
×
42
本

　

▼
３
等　

百
万
円
×
２
１
０
本

　

▼
４
等　

10
万
円
×
６
千
３
百
本

ほ
か

◎
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
当
せ
ん
金

　
（
10
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

▼
１
等　

５
千
万
円
×
50
本

　

▼
２
等　

１
千
万
円
×
１
０
０
本

　

▼
３
等　

百
万
円
×
千
本

　

▼
４
等　

10
万
円
×
１
万
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

▼
発
売
期
間

　

７
月
９
日(

月)

～
８
月
３
日（
金)

▼
抽
選
日　
　
　

８
月
14
日(

火)

▼
支
払
開
始
日　

８
月
20
日(

月)

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
　
建
築
工
学
科
・
室
内
造
形
科
　
入

校
生
募
集

▼
募
集
期
間

　

平
成
30
年
９
月
３
日（
月)

～

　

31
年
３
月
１
日（
金)

▼
選
考
日

　

推
薦
選
考
試
験（
10
月
５
日)

の
他
、一
般

選
考
試
験
を
５
回
実
施
し
ま
す
。

▼
合
格
発
表

　

選
考
試
験
後
随
時

▼
選
考
場
所

　

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

▼
選
考
方
法

　

筆
記
試
験【
総
合
問
題
】（
推
薦
選
考
に
つ

い
て
は
適
性
試
験)

、面
接

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６

−
５
３

−

０
２
０
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
６

−

５
３

−

０
９
９
３

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
募

集
　

今
年
の
夏
は
鹿
児
島
の
豊
富
な
木
材
資
源

を
使
っ
て
も
の
づ
く
り
体
験
し
て
み
よ
う
。

▼
開
催
日
　
７
月
31
日（
火)

▼
参
加
申
込
期
限

　

７
月
25
日（
水)

ま
で

　

※
家
具
製
作
や
建
築
大
工
の
技
能
を
体
験

で
き
ま
す
。自
分
で
作
っ
た
作
品
は
無
料
で

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
く
は
当

校
募
集
案
内
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６

−

５
３

−

０
２
０
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
６

−

５
３

−

０
９
９
３

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

国際料理教室では , 湧水町国際交流員のソフィア
さんを講師に迎え , 毎回世界各国の料理を作ってい
ます。これまで , ベトナム , ドイツ , イタリア , アメ
リカなどの料理を作りました。参加者はいつも楽し
く一生懸命に料理を作っています。料理教室は , ど
なたでも参加できますので , 興味を持っている方は
ぜひ下記の連絡先にお
問い合わせください。

私たちと一緒に外国の料理を作ってみませんか？

国際料理教室に来てね !!

「国際料理教室」
日　時：毎月第 2 水曜日　午前１０時～午後１時
場　所：栗野中央公民館　調理室
連絡先：０９９５－７４－４３１３（栗野中央公民館）
　　　　０９９５－７４－３１１１（湧水町役場企画課）
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7 月 1日（日）
　前田医院　　　　       74-5001

7 月 8日（日）
　春田医院              　  76-0053

7 月 15日（日）
　伊東内科クリニック    72-9088
　タイガー薬局   　　　 64-6700

7 月 16日（月）
　大庭医院    　　　　　76-1984
　寺脇薬局   　　　　 　76-2008

7 月 22日（日）
　田代医院    　　　　　74-2075
　アクア薬局　　　　 　74-1078

7 月 29日（日）
　霧島桜ヶ丘病院　　　 78-3135
　さくらの杜薬局　　　 78-8282

日曜・祝日在宅医（薬局）（７月）

５
月
１
日
（
火
）

・
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
小
里
泰
弘
衆
議
院
議
員
来
庁
対
応

・
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
町
カ
ヌ
ー
実
行
委

員
会
設
立
総
会

・
町
技
術
員
連
絡
協
議
会
総
会

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
第
２
回
対
策
会
議
及
び
町

硫
黄
山
災
害
対
策
本
部
設
置

５
月
２
日
（
水
）

・
第
１
回
町
硫
黄
山
災
害
対
策
本
部
会
議

・
第
10
回
農
業
委
員
会
業
務
研
修
連
絡
会

・
議
員
全
員
協
議
会

・
町
土
地
改
良
区
緊
急
理
事
会

５
月
３
日
（
木
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
現
地
調
査

５
月
４
日
（
金
）

・
町
農
業
再
生
協
議
会

５
月
５
日
（
土
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

５
月
７
日
（
月
）

・
第
２
回
町
硫
黄
山
災
害
対
策
本
部
会
議

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長
来
庁
対
応

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
住
民
説
明
会
（
吉
松
地

域
）

５
月
８
日
（
火
）

・
県
際
広
域
バ
ス
対
策
協
議
会
総
会

・
町
保
護
司
会
総
会

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
住
民
説
明
会
（
栗
野
地

域
）

５
月
９
日
（
水
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
町
農
業
者
年
金
受
給
者
会
設
立
総
会

５
月
10
日
（
木
）
～
11
日
（
金
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
緊
急
要
望
会

５
月
12
日
（
土
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
商
工
会
青
年
部
「
若
い
経
営

者
の
主
張
大
会
」
姶
良
霧
島
・
伊
佐
湧
水
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
大
会

・
霧
島
山
麓
湧
水
町
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
総

会
５
月
14
日
（
月
）

・
礒
崎
陽
輔
農
林
水
産
副
大
臣
来
町
対
応

５
月
15
日
（
火
）

・
町
消
防
後
援
会
総
会

・
区
長
会

５
月
16
日
（
水
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
環
霧
島
会
議

５
月
17
日
（
木
）

・
県
B
&
G
連
絡
協
議
会
総
会

・
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
B
&
G
連
絡
協
議
会
総
会

５
月
18
日
（
金
）

・
臨
時
議
会

・
議
員
全
員
協
議
会

・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水
総
会

５
月
19
日
（
土
）

・
教
育
委
員
辞
令
交
付
式

・
か
が
や
き
保
育
園
運
動
会

５
月
20
日
（
日
）

・
川
内
川
総
合
水
防
演
習

５
月
21
日
（
月
）

・
川
内
川
上
流
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
理
事
会

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
理
事
会

５
月
22
日
（
火
）
～
23
日
（
水
）

・
九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
定
期
総
会

５
月
23
日
（
水
）

・
町
商
工
会
通
常
総
会

５
月
24
日
（
木
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

・
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

・
町
衛
生
普
及
協
会
総
会

・
J
R
吉
都
線
利
用
促
進
協
議
会
総
会

・
竹
中
池
湧
水
有
機
生
産
組
合
総
会

５
月
25
日
（
金
）

・
明
治
１
５
０
年
記
念
式
典

・
町
体
育
協
会
総
会

５
月
26
日
（
土
）

・
川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ

５
月
27
日
（
日
）

・
国
体
第
38
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
夏
季
大
会

（
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
･
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

５
月
28
日
（
月
）

・
九
州
電
力
（
株
）
霧
島
支
店
長
来
庁
対
応

・
町
防
災
会
議

・
霧
島
連
山
自
然
保
護
協
議
会
総
会

・
高
千
穂
河
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

総
会

５
月
29
日
（
火
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
自
民
党
県
議
団
現
地
視
察

対
応

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
林
水
産
部
公
共
事
業
連
絡

会
議

・
霧
島
山
麓
湧
水
町
観
光
協
会
総
会

５
月
30
日
（
水
）

・
県
水
道
協
会
監
査

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会

・
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

・
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

５
月
31
日
（
木
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

総
会

・
森
林
災
害
協
定
調
印
式

・
第
３
回
町
硫
黄
山
災
害
対
策
本
部
会
議

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
行
政
懇
話
会

町
長
動
静　
　
　
（
５
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

村む
ら
ぐ
ち口　

実み

さ紗
希き 　

正
行　
　

  

永
山

米よ
ね
な
が永　

羽わ

く玖　
　

 

裕
輝　
　

  

池
田

（
平
成
30
年
５
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
５
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
５
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

東
丸
池
の
吉
留
宗
幸
さ
ん
か
ら

（
ム
ツ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
永
井
柳
太
郎
さ
ん
か
ら

（
フ
ヂ
エ
さ
ん
死
去
）

県
営
団
地
の
馬
原
モ
モ
子
さ
ん
か
ら

（
俊
子
さ
ん
死
去
）

旭
通
の
桐
原
勇
一
さ
ん
か
ら

（
行
夫
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
永
田
三
男
さ
ん
か
ら

（
ケ
サ
ヲ
さ
ん
死
去
）

平
成
二
十
九
年
度
自
衛
隊
入
隊
者

　
　
　
　
　

有
村　

大
輔
さ
ん

　
　
　
　
　

木
地
山　

純
輝
さ
ん

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

下
村　

京
子　
　
　

 

88　
　
　

竹
迫

拵　
　

美
子　
　
　

 

85　
　
　

亀
沢

植
林　
　
　
　
　
　

 

89　
　
　

稲
葉
崎
中

永
田　

ケ
サ
ヲ　
　

 

98　
　
　

田
尾
原

荒
平　

基　
　
　
　

 

86　
　
　

大
王

池
田　

正
子　
　
　

 

87　
　
　

真
中
馬
場

蓑
田　

タ
マ
子　
　

 

86　
　
　

支
区
外

久
美
田
盛
喜　
　
　

 

71　
　
　

別
府

福
本
ひ
と
み　
　
　

 

48　
　
　

松
本

松
元　

俊
子　
　
　

 

81　
　
　

県
営
団
地

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,501人（ ー 21人）

  男      4,440人（  ー  8人）

  女      5,061人（  ー 13人）

世帯数  4,857戸（     ４戸）

　転入　　 20人
　転出　    24人
　出生　　  2人
　死亡　　 19人

平成30年５月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

平
成
30
年
５
月
号
の
記
事
の
【
香
典
返
し
】

に
お
い
て
、
苗
字
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沢
原
の
（
徳
光
英
治
さ
ん
）
は
正
し
く
は
（
徳

満
英
治
さ
ん
）
で
す
。
以
上
の
よ
う
に
訂
正

し
，
深
く
お
詫
び
し
申
し
上
げ
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８−４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）



日 月 火 水 木 金 土
6/17 6/18 6/19 6/20 6/21 6/22 6/23

　　おはなしの森
(10:30 ～ )おはな
しコーナー

　　 母 子 健 康 手
帳 交 付（10：00 ～
11：00）
　　子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
　　休館日
　　休館日

　　心配ごと相談
（9：00 ～ 12：00）
資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

　　温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

資源ごみ分別収集
日（川東地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

粗大ごみ分別収集
日（川東地区）

6/24 6/25 6/26 6/27 6/28 6/29 6/30
　　セット健診結
果 報 告 会(9:00
～・13:30 ～）
　　休館日

　　セット健診結
果 報 告 会(9:00
～・13:30 ～）
資源ごみ分別収集
日（上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

　　セット健診結
果 報 告 会(9:00
～・13:30 ～）

　　セット健診結
果報告会(9:00～）
　　セット健診結果
報告会(13:30 ～）
　　休館日（館内
整理日）

　　セット健診結
果 報 告 会(9:00
～・13:30 ～）
粗大ごみ分別収集
日（上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 7/6 7/7
　　 母 子 健 康 手
帳 交 付（10：00 ～
11：00）
　　子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
　　休館日

資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

　　母子相談（受
付14：00 ～ 14：
15）※時間厳守

資源ごみ分別収集
日（川西地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 7/13 7/14
　　 母 子 健 康 手
帳 交 付（10：00 ～
11：00）
　　子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
　　休館日

資源ごみ分別収集
日（上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）
定 例 教 育 委 員 会

（吉 松 庁 舎）※ 傍
聴可（一部非公開）

　　温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

　　 心 も 体 も 元
気教室　元気アッ
プコース（9：30 ～
11：00）

特 設 人 権 相 談 所
（ 郷 土 資 料 館 ）
10：00 ～ 15：00
資源ごみ分別収集
日（川東地区）

小中学校土曜授業

7/15 7/16 7/17 7/18 7/19 7/20 7/21
　　としょかんま
つり　イン・サマー

｛ お は なし 会10：
30 ～，創 作 教 室
13：30 ～ ※ 要 予
約｝
ブックリサイクル　
7/16 ～ 8/12

よしまつふれあいの
家：心配ごと相談（9：
00 ～ 12：00）
　　母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
資源ごみ分別収集日

（北方・轟・幸田・米永地区）
　　休館日
　　休館日

　　温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）
小中学校終業式
資源ごみ分別収集
日（川西地区）
　　げんき湧くわ
く 教 室（9：00 ～
11：00）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

栗保 栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 休 館 日

毎週月曜日・第 4 木曜日，
祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦
町  民
ホ ー ル

故郷三姉妹展 6 月   8 日（金）～ 6 月 29 日（金）
湧画会作品展 7 月 21 日（土）～ 8 月 19 日（日）

吉保

吉保

吉保


